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長
久
保
赤
水
は
、
江
戸
時
代

（
１
７
１
７
年
）に
赤
浜
の
農
家
に
生
ま

れ
ま
し
た
。
９
歳
で
母
を
、
11
歳
で
父

を
亡
く
し
た
後
、
理
解
あ
る
継
母
に
育

て
ら
れ
ま
す
。
赤
水
は
農
作
業
で
体
を

動
か
し
な
が
ら
教
書
を
暗
唱
し
、
寝
る

間
も
惜
し
ん
で
本
を
読
ん
だ
そ
う
で

す
。　

　
14
歳
に
な
っ
た
赤
水
は
、
４
キ
ロ
離

れ
た
松
岡
の
私
塾
へ
通
い
、
学
問
が
好

き
な
７
人（
松
岡
七
友
）と
共
に
勉
学
に

励
み
ま
す
。

　
そ
の
後
、
水
戸
の
有
名
な
学
者
・
名な

越ご
や

南な
ん
け
い渓
に
手
紙
を
書
い
て
教
え
を
請

い
、
さ
ら
に
学
び
を
深
め
ま
す
。

　
赤
水
の
名
は
知
れ
わ
た
り
、
論
語
や

中
国
史
の
講
話
を
頼
ま
れ
る
程
に
。

　
継
母
が
亡
く
な
っ
た
35
歳
ご
ろ
か
ら

地
図
を
描
き
始
め
、
44
歳
で
東
北
地
方

へ
地
形
を
調
べ
る
旅
に
出
ま
す
。
そ
れ

か
ら
約
20
年
を
掛
け
て「
改か

い
せ
い正
日に

本ほ
ん

輿よ

地ち

路ろ

程て
い

全ぜ
ん

図ず

（
通
称
・
赤
水
図
）」を
完

成
さ
せ
ま
す
。

赤
水
図
と
伊
能
図
の
違
い

　
赤
水
は
、
既
存
の
地
図
を
模
写
し
た

り
、
旅
人
か
ら
地
名
や
地
形
な
ど
の
話

を
聞
い
た
り
し
て
、
多
く
の
情
報
を
収

集
。
比
較
検
証
を
繰
り
返
し
た「
赤
水

図
」は
、
ま
さ
に
編
集
図
で
す
。

江
戸
時
代
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

『
赤
水
図
』を
つ
く
っ
た
　

長
久
保 
赤
水

　
江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た
日
本
地
図
と
い
え
ば 

　
　
　
。

　
伊
能
忠
敬
の「
伊
能
図
」
を
思
い
浮
か
べ
る
人
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
よ
り
も
42
年
前
に
作
ら
れ
た
日
本
地
図
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　
今
月
は
、
そ
の
製
作
者
で
あ
る
高
萩
市
出
身
の「
長な

が
く
ぼ

久
保
赤せ

き

水す
い

」に
迫
り
ま
す
。

映画「その先を往け！
　　 日本地図の先駆者 長久保赤水」 約50分
市公式YouTubeチャンネルからもご覧いただけます。

高萩駅前の銅像「長久保 赤水」（1717～1801）
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一
方
で「
伊
能
図
」は
、
実
測
に
よ
る

測
量
図
で
す
。
伊
能
忠
敬
は「
海
防
の

た
め
の
地
図
作
成
」
と
い
う
名
目
で
幕

府
の
許
可
を
得
て
、
17
年
間
の
測
量
を

行
い
ま
す
。伊
能
忠
敬
の
日
記
に
は「
測

量
時
に
赤
水
図
を
携
行
し
て
い
た
」
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。 

　
「
伊
能
図
」は
、
正
確
さ
か
ら
幕
府
の

機
密
事
項
に
。
一
般
に
流
行
し
た「
赤

水
図
」
は
、
江
戸
時
代
末
期
ま
で
、
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
と
し
て
重
版
さ
れ
ま
し

た
。

生
涯
を
地
図
に
捧
げ
る

　
赤
水
は
、
61
歳
の
時
、
農
民
出
身
と

し
て
初
め
て
、
第
６
代
水
戸
藩
主
徳
川

治
保
の
侍
講
（
学
問
の
師
）
に
な
り
ま

す
。
63
歳
で「
赤
水
図
」を
完
成
さ
せ
た

後
も
、
世
界
や
中
国
歴
史
図
へ
と
研
究

を
続
け
ま
し
た
。　
　

　
現
在
、
高
萩
市
歴
史
民
俗
資
料
館
で

企
画
展
を
開
催
中
。
赤
水
が
残
し
た
生

の
資
料
を
前
に
、
江
戸
時
代
の
赤
水
に

思
い
を
馳
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。




